
お盆について、本願寺派総合研究所副所長の満井秀城先生が興味ある提

唱されておられたので、ご覧ください。今年のお盆は、縁ある 皆さまと共

に、遇えた喜びと出遇いのご縁に感謝の心で。

歓喜の仏縁週間 ― 真宗のお盆
いきなりですが、真宗学試験問題をひとつ。

一般に言われている、次の「お盆」の説明文につい

て、真宗的にふさわしくない点を指摘してください。

「毎年お盆の時期になると、先祖の霊が帰ってきます。」

『季刊せいてん』の読者の皆さんなら簡単ですね。まず、「霊」の実在

は認められませんし、浄土に往生された方の還相は、お盆の時期だけに限

られるものではありません。

その上、お盆の風習には、さまざまに追善供養の色彩が強く、これも非

真宗的です。浄土に往生された方に、「追善」の必要はありません。

このように非真宗的要素の多い「お盆」を、

浄土真宗で行うのでしょう。

「国民的行事だから？」それなら、クリスマスも祝いますか？

「仏教行事として他の宗派でも行っているから？」それなら『般若心経』

は、阿弥陀如来の徳が説かれていないから、このお経では仏徳讃嘆になら

ないですよね。

「追善供養」とも誤解されやすいのですから、やめてしまうのも選択肢

の一つかもしれませんが、もったいない気もします。

現在、お盆は国民的行事として定

着し、年末・年始とともに、数少な

いまとまった休日となっています。

そのため、交通機関は、故郷への帰

省などで大変な混雑です。それが故

郷への帰省なのか、あるいはバカン
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ス旅行とどっちが多いのか、その実態を知りませんが今でも故郷には、かな

りの求心力があることは確かです。今後も、この求心力が続くかどうかは不

透明で、地方の親世代が亡くなると、もはや故郷には戻らないかもしれませ

ん。

故郷が求心力を持っている今のうちに、親族みんなが集う貴重な機会とし

て、家族揃っての仏縁・仏事を維持することには大切な意味があると思うの

です。

いわば、この時期を、「親族全員聞法週間」と規定したらどうでしょう。

「追善供養」の匂いを除去するために、かつて浄土真宗では、「お盆」の

ことを「歓喜会」と称してい

ました。家族みんなが、今年

も平穏で元気に顔を合わせる

ことを慶び、阿弥陀さまのお

慈悲に出遇えたことを慶ぶ、

まさしく「歓喜会」の仏縁週

間に再生してみませんか。
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お 釈 迦 さ ま 物 語
入滅(にゅうめつ）

それでもお釈迦さまは、激痛や下痢と闘いながら、クシナー

ラへと、なお歩みを進めました。老衰し瀕死の重病であって

も、旅を中止しようとはしなかったのです。

完全なるニルヴァーナを目指しての旅です。最後のその時

まで、一人でも多くの人を真実に導く旅なのです。これこそ

お釈迦さまの心からの思いであり、完全燃焼の人生であり、

さとりを開かれた仏陀の道だったのでしょう。

しかしながら、それは街道沿いの樹下で、休み休みしなが

らの旅になりました。やっとの思いでカクッター河にたどり

つき、そこで沐浴をし、水を飲み、林の間に今は仏弟子となっ

たチュンダに上衣を敷かせ、しばらく横になったのです。

その時、お釈迦さまは人びとに向かい、チュンダの供した

食事は、あらゆる供養の中で、最上の功徳行為であると告げ

たのです。

これこそがお釈迦さまの慈愛でしょう。チュンダが自責の

念にかられることのないように、また人々がチュンダを非難

することのないようにという心遣いなのです。

その後、ヒラニャヴァティー河畔にあるクシナーラのサー

ラ樹林に入り、お釈迦さまはついに一歩も動くことができな

くなってしまいました。

クシナーラは、マッラ族の住む小さな町ですが、ここでい

よいよ最後の時を迎えることになりました。 つづく
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ご門徒さんにいただいたコーヒーの苗木がなんと

か育って伸びてきました。冬は温度が下がると心配

でしたが、部屋の中で耐えてくれました。コーヒー

を南国で栽培されてた方から頂いた貴重なコーヒー

の木なので、何とか大きくなって花を咲かせてくれ

るといいなと思っています。

コーヒーノキ

和名:アラビアコーヒー

科目:アカネ科コーヒーノキ属

コーヒーノキは熱帯アフリカやマダガスカル島、マスカリン諸島に約１０

０種が自生しています。最も一般的な種類はアラビアコーヒーで、コーヒー

豆を収穫するために、世界中の熱帯園で栽培されています。産地により品種

があり、ジャマイカのブルーマウンテンやハワイのハワイ・コナなどが有名

です。

アラビアコーヒーはエチオピア原産で、高さ4～７mになる常緑低木です。

日陰でも育ち、葉は光沢のある濃緑色で、観葉植物としても栽培されていま

す。葉は１０㎝ほどの間隔で対生し、この葉のつけ根に香りのある白い花を

つけます。果実は、緑色から赤くなり、熟すと赤紫色になります。これがチェ

リービーンズと呼ばれ、果肉は、食べると甘みがあっておいしいです。その

中に半球形のタネ、コーヒー豆が2粒入っています。
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